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基礎研究と実用プロセス開発の狭間で
～吸着系プロセス研究の現状と役割～

金沢大学理工研究域 児 玉 昭 雄

巻 頭 言
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平成27年度日本吸着学会学会賞
会員の皆様にご推薦をお願いしておりました平成27年度日本吸着学会学術賞、奨励賞（カルゴンカーボンジャ

パン賞）、技術賞につきまして、学会賞選考委員会における審議を経て、以下のように受賞者が決定されました。
第29回研究発表会に合わせて開かれました日本吸着学会総会において報告され、引き続き表彰式にて各賞の顕彰
が行われました。（各賞の受賞者名、団体名は五十音順）

学 術 賞

応募なし

奨 励 賞（カルゴン カーボン ジャパン賞）

瓜田 幸幾 氏（長崎大学大学院工学研究科）

受賞対象研究：カーボンナノ細孔内における物質構造の
特異性解明

数ナノメートルオーダーの制約されたナノ空間は，細孔壁からの物
理的相互作用が強調されたバルク相とは異なる“場”である事が知ら
れており，新たな機能性発現の場として期待されている。瓜田氏は，
その特異的な場に注目し，カーボンナノ空間場が及ぼす効果や空間内
現象の解明を行ってきた。1つにナノ空間の空間次元性と物質創製場
としての機能に関する研究がある。ナノ空間は擬高圧効果を示すこと
が知られていたが，その空間次元性については不明確であった。そこ
で，1次元ナノ細孔と2次元ナノ細孔性カーボンを用いて，高圧下
（1．9GPa）で構造相転移が起こるヨウ化カリウム結晶のナノ空間中
への創製を試み，結晶構造とその安定性を調べた。その結果，2nm程度の細孔が1．9GPa 以上の高圧場であり，1
次元細孔では高圧相の構造が安定に存在出来ることを示した。一方，2次元細孔では細孔内とバルク相の分子移動
が容易であり，外部雰囲気の影響を受けやすいことを示し，微細結晶の安定性が細孔の次元性に強く依存している
ことを明らかにした。蓄電デバイスにおけるナノ空間の機能に着目した研究では，電気二重層キャパシタ（EDLC）
特性向上に関わるカーボン電極材料のナノ空間構造を解明している。EDLC容量は，電極表面へ溶媒和イオンが二
重層を形成することで発現するため，溶媒和イオンサイズ程度のミクロ孔は寄与しないと考えられてきたが，近年，
脱溶媒によりミクロ孔が容量向上に寄与することが報告された。しかしながら，幾何学的な構造は明確化されてお
らず電極材料設計の指針は示されていなかった。そこで，本研究では種々の細孔構造を有するカーボン電極材料の
空間構造を詳細に解析し，電極空間中のイオン状態との相関性を明らかにした。その中で，脱溶媒和の程度が空間
構造に強く依存し，EDLC特性に強く影響していることを示した。
以上の成果は、吸着学会奨励賞を授与するにふさわしいものである。
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技 術 賞（2件）

JFE スチール株式会社

対象技術：PSA法による高炉ガスからの炭酸ガス分離技術の構築
開発担当者：茂木康弘、原岡たかし、柴垣伸行、斉間 等（現・九州大学）

日本の炭酸ガス排出量は約14億トンであり、そのうち製鉄業で
は約2億トンが排出されている。そこで一般社団法人日本鉄鋼連盟
ではNEDOの支援を受けて、炭酸ガス排出の抑制と、分離・回収
により、炭酸ガス排出量を30％削減する環境調和型製鉄プロセス
技術開発（通称COURSE50）を2008年より開始した。その一環
として、JFEスチール㈱では「PSA法による高炉ガスからの炭酸
ガス分離技術」の開発を行っている。
分離・回収された炭酸ガスは地中貯留する計画であり、本開発に

おいては炭酸ガスの高純度化は不要で、いかに低コストで分離・回
収するかが課題となる。まずラボ試験において、高炉ガス（炭酸ガス、窒素、一酸化炭素、水素）の分離基礎試験
を行った。この結果を基に、炭酸ガス回収能力3t／日規模（吸着剤使用量720kg）のベンチプラントを建設し、
実高炉ガスを用いて種々の試験を行った。この試験では、炭酸ガス回収量6t／日、真空ポンプ電力原単位120kWh
/t-CO2という成果を得た。これらの成果から、炭酸ガス回収量100万 t／年の実機イメージの構築を行った。1塔
あたり65t の吸着剤が充填された吸着塔3塔で構成される PSAシステムを2系列用いた全体プロセスイメージを
作成し、2000円／t-CO2の分離・回収コスト目標を達成可能な見通しを得た。
この技術は、世界最高水準のエネルギー効率を持つ日本鉄鋼業の地球温暖化対策に寄与する重要な技術であり、

日本吸着学会技術賞を授与するにふさわしいものである。

大阪ガスケミカル株式会社

対象技術：蓄熱材を併用した自動車向けキャニスター用吸着剤の開発および実用化
開発担当者：関 建司、千代 健文、小嶋 夏子、中陳 武志

一般にガスおよび蒸気を吸着する際には必ず吸着熱が発生し、吸
着材の温度が上昇するため、本来の吸着能力を発揮することができ
ない。また、同様に吸着したものを脱着する際は、温度が低下し、
脱離能が低下する。この点を改善するために、吸着剤に相変化現象
により蓄熱が可能なマイクロカプセル潜熱型蓄熱材を混合し、吸脱
着時の温度制御を実施することにより、吸脱着性能を向上すること
を見出した。今回、本技術の適用先として自動車用のキャニスター
に応用することにより、蒸散ガスの吸着時の温度抑制効果による
BWC性能の向上および異なる相変化温度の蓄熱材を用いることに
よる、空気での再生時の温度低下抑制効果に起因するパージ性能の向上に成功した。この技術の価値が評価され、
国内キャニスターメーカーより、米国向けハイブリッド4車種に採用され、2011年より販売を開始し、約40万台
の車両に本蓄熱材が搭載された。以上、本技術はこれまでにないオリジナル技術であり、また PSAおよび除湿機
等多くの吸着分野への水平展開が期待されるものであり、日本吸着学会技術賞を授与するにふさわしいものである。
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平成27年度日本吸着学会学会賞授賞式風景

平成27年度日本吸着学会大学院生研究奨励賞
日本吸着学会は、将来の日本の吸着関連分野を支える人材育成のため、吸着関連の研究で博士号取得を目指す学

生会員の研究中間成果と今後の研究計画に対して審査を行い、優秀と認めたものに対して研究奨励賞を授与して研
究を支援します。平成27年度は下記の2件が選ばれました。活躍を祈念いたします。

平塚 龍将（京都大学大学院工学研究科）
「極低温He-TPD測定による細孔表面ラフネスの同定法開発」

吉元 政嗣（信州大学大学院総合工学系研究科）
「散乱法による制限空間内の2成分混合状態の解明」
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ホットトピックス
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第29回日本吸着学会研究発表会開催報告

奨励賞（カルゴン カーボン ジャパン賞）受賞講演

活発な討論が行われたポスター発表会場

懇親会の席で表彰されるポスター賞受賞者の皆様

徳島大学大学院ソシオテクノサイエンス研究部 加 藤 雅 裕

第29回日本吸着学会研究発表会は、平成27年11
月19日㈭、20日㈮の2日間、平成26年4月に竣工
し、まだ新築の匂いの残る徳島大学地域連携プラザで
開催された。四国で初めての開催であり、交通の便も
決してよくない徳島まで、多くの皆様にお越しいただ
けるか不安であったが、一般講演に76件のお申し込
みをいただき、参加者も172名の盛況となった。この
ように多くの方々に、海を越え徳島までお越しいただ
けたことに深く感謝申し上げる。
研究発表会では、1件の招待講演、36件の口頭発

表と40件のポスター発表が行われた。1日目には、
午前中に6件の口頭発表と招待講演が、午後にはポス
ターセッションに加え、9件の口頭発表がプログラム
された。招待講演、口頭発表は、地域連携大ホール（常
三島けやきホール）で行われた。招待講演は、本年度
の奨励賞（カルゴン カーボン ジャパン賞）受賞者
である瓜田幸幾先生（長崎大学）による受賞講演「カー
ボンナノ細孔内における物質構造の特異性解明」で
あった。

ポスターセッションは多目的室2で行われた。多く
の発表申込をいただいた結果、手狭となったポスター
会場では廊下も使って発表を行っていただいたが、会
場内密度が非常に高く、発表者と質問者間の距離に反
比例した活発な討論が行われた。今回も学生を除く参
加者全員に投票をお願いし、その結果5件のポスター
賞を選出した。受賞者はポスター番号順に「金属成分
を添加した繊維状活性炭の細孔構造及び吸着特性」中

野智康さん（アドール）、「多孔体の弾性変形を利用し
た水蒸気吸脱着挙動の可逆的制御」野村啓太さん（東
北大多元研）、「除湿暖房を目的としたデシカントロー
タの湿度スイング操作と吸着等温線形状の影響」神田
優さん（金沢大院自然）、「Heによる死容積測定が吸
着等温線に与える影響」下村真理江さん（産総研）、「吸
着分子をプローブとした細孔表面ラフネスの同定手法
開発」高田健斗さん（京大院工）であった。受賞ポス
ターの詳細は受賞者からの寄稿をご参照いただきたい。

午後の口頭発表後、日本吸着学会総会、奨励賞（カ
ルゴン カーボン ジャパン賞）、技術賞授賞式が行
われ、続いて懇親会が工学部の工業会館メモリアル
ホールに場所を移して開催された。鳴門近海で獲れた
豊富な魚介類を盛った舟盛りや四国4県（徳島・高
知・愛媛・香川）の地酒、ちょうど解禁日となったボー
ジョレ・ヌーヴォーをご用意させていただいた懇親会
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懇親会の様子

阿波踊りを乱舞しながらもカメラに鋭い視線を送る宮原会長

阿波踊りで優秀賞を受賞された皆様

は、会長の宮原先生のご挨拶と乾杯で始まった。途中、
ポスター賞の授賞式が行われ、続いて、徳島での懇親
会の目玉である有名連「うずき連」の躍り込みとなっ
た。まずは、うずき連の優美な女踊りと勇壮な男踊り
を堪能し、続いて、参加者が踊り方の手ほどきを受け、
多くの参加者の皆様がうずき連と共に、会場内を踊り
まわった。また、参加者が踊っている間に厳正な審査
が行われ、奨励賞とダブル受賞となった瓜田先生を筆
頭に5名の方に優秀賞が授与された。懇親会の最後に
は、次回、長崎大学で開催される研究発表会の実行委
員長である森口勇先生のお言葉で閉会となった。
2日目は、発表会終了後に東京行きの飛行機に乗れ

るよう、終了時刻を16時半に設定したため、早朝8
時半から始まった。午前中に9件、午後に12件の口
頭発表があり、最後のセッションまで活発な討論が行
われた。
今回の研究発表会では、カーボン系材料やMOF等

規則構造を有する多孔体に関する発表、二酸化炭素や
水蒸気吸着に関する発表が多かった。全体としては、
基礎科学的な発表と実用を指向した発表の両方があり、
本研究発表会の目的である「吸着の基礎科学から応用
技術にわたる最新の研究成果が討論される1年に1度
の大会」としての役割を果たせたと感じている。
最後に今回の研究発表会の準備・運営にあたっては、

前回の実行委員長の向井紳先生（北海道大学）、前運
営委員長の松本明彦先生（豊橋技術科学大学）、現運
営委員長の児玉昭雄先生（金沢大学）、学会事務局の
飯山拓先生（信州大学）をはじめ、多くの方々にご協
力とご支援をいただいた。私が、学会事務局を担当し
ていた2年間お手伝いいただいた卒業生の山本さんに
は、9月より発表会の準備をサポートいただき、当日
も受付を担当いただいた。特に、当日の運営には、徳
島大学の杉山茂先生、堀河俊英先生、中川敬三先生の
サポートに加え、18名の学生が熱心に働いてくれた。
さらに、東北大学在学中の私の恩師である山崎達也先
生（石巻専修大学）が、石巻で開催した際に受付を担
当していた経験者2人（菊池さんと高橋さん）を連れ
て、遠路徳島まで応援にきてくださった。これらご支
援に深く感謝する。
また、要旨集への広告掲載で、マイクロトラック・

ベル株式会社、カンタクローム・インスツルメンツ
ジャパン合同会社、株式会社西部技研の各社に、会場
での企業展示では、上記3社に加え、マイクロメリ
ティックスジャパン合同会社に財政面でご支援いただ

いた。ここに謝意を表す。

―21―



第29回日本吸着学会研究発表会ポスター賞

―22―



―23―



―24―



―25―



第25回吸着シンポジウム（吸着夏の学校）開催報告

名古屋大学大学院工学研究科 松 田 亮太郎

第25回吸着シンポジウムは、2015年8月31日－
9月1日に、京都市左京区、関西セミナーハウス〈修
学院きらら山荘〉で開催されました。「吸着夏の学校」
は若手研究者・技術者を中心に吸着について学び、交
流を深める場にしようとの趣旨のもので、今年は静か
で趣のある京都、修学院の地で行われました。5名の
講師の先生をお招きし、基礎技術講習2件、特別講演
1件、研究トピック講演2件、をご講演いただき、ま
た一般講演として、参加者から5件の発表をしていた
だきました。参加者は講師の先生を含め合計50名（う
ち学生19名）もの方のご参加をいただき、盛大に行
う事ができました。

講演タイトルおよび講師のリスト
基礎技術講習
「既存元素に関する「新しい化学」を創り出す無機固
体表面」

黒田 泰重（岡山大学）
「吸脱着プロセスの基礎と応用展開」

児玉 昭雄（金沢大学）
特別講演
「技術開発の成功への秘訣」

関 建司（大阪ガスケミカル株式会社）
研究トピック講演
「多孔性配位高分子（PCP/MOF）の特異な吸着現象」

上代 洋（新日鐵住金株式会社）
「Pillar[n]arene の超分子集合体を利用した吸着材料の
創製」

生越 友樹（金沢大学）
一般講演

丸山 香名江 （株式会社西部技研）
坂本 裕俊 （名古屋大学）
杉原 圭亮 （京都大学）
高田 健斗 （京都大学）
堀 彰宏 （京都大学）

（以上、敬称略）

会場の関西セミナーハウスは叡山電鉄修学院駅から

東へ急な山坂道を15分ほど歩いた場所にあり、徒歩
で参加された方は、ひと汗かいてからの参加となった
のではないかと思います。午後1時半の開会宣言のの
ち、早速、黒田先生のご講演となり、ゼオライトを基
盤とした最先端の研究を絡めながら、ゼオライトの吸
着および触媒反応に関する講習を行っていただきまし
た。1時間20分の講演時間があっという間に過ぎて
しまい、「もっと聞きたい」、という声が多く聞かれま
した。これに引き続き、上代先生より多孔性配位高分
子（PCP/MOF）に関する、基礎的な内容から、最近
の研究・応用の動向までを聴講することができました。
映像やイラスト等で分野外の方にもわかりやすく
PCP/MOFの魅力が伝わる内容で、特に吸着に伴っ
て柔軟な構造変化を示す PCP/MOFは私自身も取り
扱っていることもあり、面白く聞かせていただきまし
た。生越先生からは Pillar[n]arene という有機物で作

講演の様子

全体写真
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られた、まったく新しい多孔体の合成や吸着物性に関
する講演をしていただきました。有機合成的に細孔サ
イズを厳密に決め、しかも分子性の化合物を集合化さ
せることでミクロ孔物質の物性を示すことは非常に面
白く、新しい多孔性材料としての可能性を大いに感じ
させられるものでした。関先生からは、いかにして企
業の中でアイディアを具体化し、それを企業内で展開
していくかという事を、ご自身の体験に基づいてお話
されました。取り扱っていらっしゃる物質やアイディ
アの面白さもすごいものでありましたが、関先生のエ
ネルギッシュに活躍されるストーリーは刺激的で、学
生のみなさんは今後の研究スタンスに大いに役立つも
のだったと思います。
一日目はバーベキューで夕食を兼ねた懇親会を開催

し、バーベキューのあとはロビーで深夜まで親交を深
めました。全館貸し切りで行えたので、思う存分楽し
んでいただけたのではないかと思います。特に、事前
に用意していたドリンク類は早々になくなり、追加で
注文した館内の在庫をすべて空にしてしまい、セミ
ナーハウスのスタッフの方からは「こんなに飲む・・・
元気のよい会はないです」と、お褒めの言葉をいただ
き、吸着学会の未来は明るいと感じた次第です。
二日目の講演は児玉先生による吸脱着プロセスに関

する講演を基礎的事項から応用展開までお話いただき

ました。一日目に材料に関する内容が多かったので、
児玉先生の圧力スイング等の吸着分離プロセスに関す
るお話で、多孔性物質をどのように利用するかという
事を聞くことができ、2日間を通して吸着全般を学ん
でいただけたのではないかと思っております。このほ
か紙面の都合上割愛させいていただきましたが、5件
の一般講演もしていただきました。この場を借りて改
めて5名の講師の先生方と一般講演を行っていただい
た5名の方に感謝申し上げます。
本会の終了後皆様に会の感想のアンケートを取った

ところ、全般的に好評で、「また聞きたいという声」
も聞かれ世話人冥利に尽きるところでありました。反
省点としては、少し窮屈なスケジュールであった感が
あり、余裕を持って時間配分できればよかったなと思
うのですが、その一方で、一般講演も議論が深まって
いたので、今後もっと積極的に発表いただければとい
う気持ちもあり、難しいところです。

最後になりましたが、本会は岡山大学の大久保先
生、京都大学の渡邊先生をはじめ、吸着学会の先生方
に多大なサポートをいただき開催することができまし
た。紙面をお借りしまして改めて御礼申し上げます。
以上簡単ですが、参加いただいたすべての方に感謝申
し上げ、第25回吸着シンポジウムのご報告とさせて
いただきます。

吸着夏の学校に参加して
京都大学物質―細胞統合システム拠点 大 場 惟 史

第25回吸着シンポジウム吸着夏の学校は京都修学
院の関西セミナーハウスで8月31日から9月1日に
わたり開催されました。参加者は大学36名、企業14
名、全50名の参加となっており大学と企業が2：1
程度に混合した会でした。あらかじめ世話人から連絡
があった通り企業の方も私服で参加しており打ち解け
やすい会になっていました。
初日の基礎技術講習では黒田先生からゼオライト中

での吸着現象について電子状態変化をもとに講義して
いただきました。研究トピック講演では生越先生から
構造制御した炭素材料の吸着現象を、上代先生には多
孔性配位高分子を利用した特異な吸着をそれぞれ講演
していただき材料開発の基礎的な知見を広げることが
できました。初日最後の特別講演の関先生の講演では

吸着だけでなく企業におけるテーマ選定からその進め
方と成功の秘訣に至るまで研究における含蓄のあるお
話を聞くことができました。
これらの講演中で印象的だったのは、講演者・参加

者ともに議論を深めようとする姿勢です。講演中に不
明な点がある場合、その場で質問・議論が展開され納
得するまで内容の理解を深めようしていました。また、
講演内容も成果発表だけでなく現在の課題に対する率
直なコメントを求める講演もあり、これまで私が経験
した学会や夏の学校とは違う一丸となって学校を盛り
上げる雰囲気が伝わってきました。
夕食を兼ねた懇親会では、バーベキューが行われま

した。多くは同年代の学生や企業の方同士で集まり議
論を深めていましたが、学生と企業の方が親睦を深め
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る一幕もありました。また、懇親会後に行われた二次
会は深夜まで議論に花が咲いていました。私も企業の
方とお話を伺える機会に恵まれました。
2日目は深夜まで宴会を満喫していたにも関わらず、

ほぼ全員が講演開始時刻に集合し講演が始まりました。
児玉先生の基礎技術講習では吸脱着プロセスの基礎と
理論を実用化における問題点とからめて講演していた
だきました。一般講演では炭素材料や多孔性配位高分
子中の特異な吸着挙動の講演や、吸着現象をシミュ
レーションによって検討した講演があり実験と理論の

講演を聞くことができました。盛況のうちに夏の学校
が終わったように思います。
この夏の学校はこれまで私が参加してきた学会や夏

の学校と違い、実用化と基礎について企業と大学が参
加してざっくばらんに議論をできる非常に珍しい良い
機会であると思います。今年度から吸着の研究に携わ
ることになった私には、吸着の知見を広げる良い機会
となりました。残念な点としては私が講演への積極的
な参加ができていなかった点があるので、来年も是非
参加し、積極的な交流を深められればと思います。

基礎から応用までの充実した二日間
京都大学物質―細胞総合システム拠点 Ko Nakeun

2014年12月からのポスドク生活以来、私の研究分
野関連の初めての教育的シンポジウムだった。また、
このシンポジウムでは受講生と実行委員、二つの役割
を担う事になり貴重な経験を得られる機会でもあった。
私がいた韓国ではこのような短期教育シンポジウムは
少なく、特に吸着に関してはめったになかったので期
待が大きかった（これまでに参加したのは、水素貯蔵
プロジェクトの報告会での一時間ぐらいの特別講演だ
けだった）。
シンポジウムの構成は基礎的な吸脱着の概論から最

近の研究動向（様々な材料による吸脱着及びその応
用）まで幅広い内容を著名な先生方が講演されるよう
にプログラムされており、非常に充実していた。また、
吸着原理に基づいた装置の実用化に関する検討や技術
開発の成功への秘訣、学問的な講演だけではなく実用
的な部分まで用意されている誰にでも推薦できる二日
間であった。

特に児玉先生の吸脱着プロセスの基礎に関する講習
は今まで頭の中でもやもやした状態だった吸着の概念
を明確にする糸口になった。また坂本博士の分子ナノ
カーボンに関する研究はこれからの私の新しい研究
テーマで応用してみたいくらい興味深いものであった。
全般的に満足したシンポジウムの一つだけ残念だと

思うのは少し短い日程だ。今回の実質24時間の日程
は学生と先生方とも時間に追われている気がした。も
う少し余裕のある日程なら夏の学校の目的をより効果
的に生かすことができると思う。
最後に、この夏の学校のようなシンポジウムを韓国

に帰って開催したいと思いついた（無論この分野の専
門家になるのが先だが）。これは多孔性物質による吸
脱着の理解を深くして幅広い研究を可能とする根幹に
なると信じている。まだ年明けだがもう今年の夏の学
校が楽しみだ。
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会 告
日本吸着学会国際交流スカラーシップ

（吸着関連国際学会の参加登録料の援助）について

日本吸着学会は、吸着関連分野を研究する学生諸君が、最先端の研究成果について学びながら海外の研究者と直
接交流できる国際会議に積極的に出席することを奨励し、将来国際的に活躍する広い視野を持った研究者に成長し
てもらうことを願って、国際会議に出席し自らの研究成果を発表する学生会員諸君に、審査の上、国際交流スカラー
シップとして参加登録費を援助します。
これまで支援を行ってきたFOA（International Conference Fundamental of Adsorption）,

PBAST（Pacific Basin Conference on Adsorption Science and Technology）に加え、吸着関連の国際学会、および
国際学会の吸着関連セクションを対象とします。
今回、2016年上半期（4月～9月）開催の学会への参加登録料の援助の募集を下記の要領で行いますので、奮っ

てご応募下さい。

募集要項

応 募 資 格：国際会議に出席して自ら吸着関連分野の研究発表を行う日本吸着学会学生会員（会員受付は随時行っ
ています）。ただし、本会以外の団体（学会、法人等、学会のTravel Grants を含む）から援助が見
込まれる者あるいはすでに決定している者は除く。

対 象 学 会：2016年度上半期（4月～9月）に開催される国際学会。
（2016年度下半期分の募集は9月を締切として行う予定です。）

援助の条件：援助を受けられる場合は、以下の事柄を了解していただきます。
1．本会会員にふさわしい、しっかりとした研究発表を行うこと。
2．世界各国から集まる優れた研究者の最新の研究について学び、彼等と積極的に交流して、学術・
文化に関するより深い知見を得るように努めること。

3．会議終了後、速やかに参加報告書を提出すること（本会機関紙“Adsorption News”に掲載予定
です）。

4．発表において日本吸着学会（Japan Society on Adsorption）への謝辞を付すこと。

援 助 額：参加登録費（学生）相当額 但し5万円を上限とする（総額25万円／半期程度を予定）
なお、指導教員毎の申込数、発表内容、学会の開催場所、これまでの吸着学会研究発表会での発表状
況等により審査を行い、補助対象学生数を制限する場合があります。

応 募 方 法：下記事項をもれなく記入の上、日本吸着学会事務局に e-mail で送付して下さい。
1．申請者氏名、2．会員番号、3．所属・学年、4．連絡先（住所、所属（研究室名まで記入））、
TEL、FAX、e-mail アドレス、5．指導教員氏名、6．これまでの日本吸着学会研究発表会におけ
る発表履歴、7．参加する国際学会名とホームページアドレス 8．発表タイトル

応募先および問い合わせ先：日本吸着学会事務局 e-mail：info@j-ad.org

応 募 締 切：2016年3月11日㈮ 必着
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日本吸着学会大学院生研究奨励賞について

日本吸着学会は、将来の日本の吸着関連分野を支える人材育成のため、吸着関連の研究で博士号取得を目指す学
生会員の研究中間成果と今後の研究計画に対して審査を行い、優秀と認めたものに対して研究奨励賞を授与して研
究を支援します。

募集要項

応 募 資 格：将来の日本の吸着科学の発展に貢献する意思を持った、吸着関連のテーマにより国内外の大学におい
て博士課程の研究を行う大学院生。

奨 励 金 額：15万円

審 査 方 法：研究概要、これまでの吸着学会研究発表会での発表状況、当学会による支援の必要性等により審査を
行い、最大3名程度の方に授与を行います。

受賞の条件：支援を受けられる場合は、以下の事柄を了解していただきます。
1．採択テーマ、および氏名は“Adsorption News”およびホームページに掲載します。
2．学位取得時に、本会機関紙“Adsorption News”に研究概要をご寄稿いただきます。
3．学位取得前に研究を終了したり、テーマを変更する場合には、奨励金の返還をしていただく場合
があります。

4．採択された方の同奨励賞への再度の応募はできません。

応 募 方 法：下記事項をもれなく記入の上、日本吸着学会事務局に e-mail で送付して下さい。
1．申請者氏名、2．会員番号、3．所属・学年・学位取得見込み年月・博士課程入学年月、4．連
絡先（住所、所属（研究室名まで記入））、TEL、FAX、e-mail アドレス、5．指導教員氏名、6．
これまでの日本吸着学会研究発表会における発表履歴、7．他の経済支援状況（学術振興会特別研究
員、育英会奨学金など）8．研究テーマ 9．研究概要（1000字程度）

応募先および問い合わせ先：日本吸着学会事務局 e-mail: info@j-ad.org

応 募 締 切：2016年4月末日 必着
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平成28年度日本吸着学会賞受賞候補者推薦のお願いと要領

学術賞
賞状、副賞ならびに記念品の授与をもって表彰致します。受賞対象者は吸着における科学技術に関する一連の論

文、著作等、学術的研究成果が特に優れた正会員とし、1名程度を選考する予定です。
候補者をご推薦ください。自薦、他薦は問いません。推薦される方は下記の事項と論文のコピーを事務局にお送

りください。
＜送付事項・書類＞
1．候補者氏名、2．生年月日、3．所属、4．略歴（学歴、職歴、研究略歴）、5．連絡先（住所、電話番号、
E-mail アドレスを含む）、6．受賞対象研究名、7．研究概要（800字以内）、8．受賞対象研究に関連する論文、
著作等のリスト、9．代表的な論文等の別刷りあるいはコピー（3件程度）

奨励賞（カルゴンカーボンジャパン賞）
賞状、副賞ならびに記念品の授与をもって表彰致します。受賞対象者は受賞年度において45歳未満の正会員お

よび維持会員である企業等に所属する者とし、3名程度を選考する予定です。選考はおおむね過去5年間に、原著
論文、著書、特許、学協会が主催する研究発表会・年会等における口頭発表およびポスター発表、社報、ニュース
リリース等により対外的に発表された研究開発の成果に関して行います。
候補者をご推薦ください。自薦、他薦は問いません。推薦される方は下記の事項と業績のコピーを事務局にお送

りください。
＜送付事項・書類＞
1．候補者氏名、2．生年月日（年齢）、3．所属、4．略歴（学歴、職歴、研究略歴）、5．連絡先（住所、電話
番号、E-mail アドレスを含む）、6．受賞対象研究名、7．研究概要（800字以内）、8．対象となる業績のリスト、
9．対象となる業績の別刷りあるいはコピー等（5件以内）

技術賞
賞状および記念品の授与をもって表彰致します。受賞対象は維持会員である法人に属する技術者または技術グ

ループが開発した技術とし、実用歴、実施例を考慮して2件程度を選考する予定です。
候補技術および開発にあたった技術者（5名以内）をご推薦ください。自薦・他薦は問いません。推薦される方

は候補者に関する下記の事項を事務局にお送りください。
＜送付事項・書類＞
1．維持会員名、2．対象技術、3．対象技術の開発を担当した技術者名（原則5名以内。グループで開発にあたっ
た場合は全員の職・氏名）、4．連絡先（住所、電話番号、E-mail アドレスを含む）5．設計図、試験成績書ある
いは学会発表など候補技術を証明するもの、6．実用歴（納入先一覧で可）

●表 彰 式 2016年秋に長崎大学で開催予定の第30回研究発表会会期中に執り行います。
●受賞講演 学術賞および奨励賞（カルゴン カーボン ジャパン賞）の受賞者は、2016年秋開催予定の第30回

研究発表会において、それぞれ受賞特別講演をお願いする予定です。技術賞受賞者は、受賞後に開催
される吸着シンポジウム等での講演をお願いする予定です。

●送 付 先
（問合せ先）

応募書類は新事務局宛てにお送りください。
〒305‐8565茨城県つくば市東1‐1‐1中央第5
国立研究開発法人 産業技術総合研究所 化学プロセス研究部門内
日本吸着学会事務局（担当 遠藤 明）
（電話：029‐861‐4653 FAX：029‐861‐4660 E-mail：info@j-ad.org）
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応募に関する問い合わせは現事務局でもお受けいたします。
信州大学理学部化学科内日本吸着学会事務局（担当 飯山 拓）
（電話：0263‐37‐2469 FAX：0263‐37‐2559 E-mail：info@j-ad.org）

※メール添付による応募書類提出も受け付けます。但し、大きなサイズのファイルは送受信に支障が出る場合がご
ざいますので、送信後には必ず送信の旨をご連絡下さいますようお願いします。

●締 切 2016年4月末（事務局必着）
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関連学会のお知らせ
日本膜学会第38年会のお知らせ

日本膜学会第38年会を下記の要領で早稲田大学にて開催いたします。例年通り人工膜、生体膜、ならびに境界
領域と、膜学の広範囲な内容を含む年会を企画しております。一般発表以外に人工膜と生体膜の特別講演を各1件、
ならびに人工膜2件、生体膜1件、境界領域1件の計4件のシンポジウムを開催します。基礎から応用まで膜の科
学・技術に関心をお持ちの皆様のご参加とご発表（口頭およびポスター発表）をお待ちしております。詳細は膜学
会ホームページ（http://maku-jp.org/）にてお知らせいたします。会員でない皆様も、これを機に是非ともご参加、
ご発表頂きたく案内申し上げます。また、学生による優秀な発表に対し学生賞を設けていますので、ふるって応募
して下さい。ただし、学生賞の審査対象はポスター発表に限ります。

記

開催日程：2016年5月10日㈫・11日㈬
開催会場：早稲田大学（西早稲田キャンパス63号館）
主 催：日本膜学会 共 催：早稲田大学

日本膜学会第38年会プログラム

●人工膜特別講演
「イオンや分子を輸送する液晶性自己組織化膜の構築」 加藤 隆史（東京大学）

●生体膜特別講演
「膜脂質ダイナミクスを介する細胞機能の制御機構」 梅田 真郷（京都大学）

◆人工膜シンポジウム1「膜による水処理技術を展望するⅦ」
オーガナイザー：川勝孝博（栗田工業）、谷口雅英（東レ）、赤松憲樹（工学院大学）

◆人工膜シンポジウム2「無機膜が拓く新しいプロセス技術の展望Ⅳ」
オーガナイザー：松方正彦（早稲田大学）、野村幹弘（芝浦工業大学）

◆生体膜シンポジウム「新技術が切り拓く生体膜研究」
オーガナイザー：寺田智祐（滋賀医科大学）、森田真也（滋賀医科大学）

◆境界領域シンポジウム「Hierarchical Membrane：人工膜と生体膜からのアプローチ」
オーガナイザー：馬越 大（大阪大学）、島内寿徳（岡山大学）、岡本行広（大阪大学）

問合せ先 日本膜学会事務局第38年会係
〒113‐0033東京都文京区本郷5‐26‐5‐702
Tel & Fax：03‐3815‐2818、E-mail : membrane@mua.biglobe.ne.jp

日本膜学会 会長 高野 幹久
日本膜学会 第38年会組織委員長 山口 猛央

副組織委員長 岡村恵美子
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維持会員として、以下の企業各社にご協力を頂いております。

（平成28年1月現在、50音順）

㈱アドール ㈱エア・ウォーター総合開発研究所
大阪ガス㈱ 大阪ガスケミカル㈱
オルガノ㈱ カルゴンカーボンジャパン㈱
カンタクローム・インスツルメンツ・ジャパン合同会社 ㈱キャタラー
クラレケミカル㈱ 栗田工業㈱
興研㈱ JFEスチール㈱
㈱重松製作所 システムエンジサービス㈱
水 ing ㈱ ㈱西部技研
大陽日酸㈱ 谷口商会㈱
月島環境エンジニアリング㈱ 帝人ファーマ㈱
東ソー㈱ 東洋紡績㈱
日本エンバイロケミカルズ㈱ 日本たばこ産業㈱
富士シリシア化学㈱ フタムラ化学㈱
マイクロトラック・ベル㈱ マイクロメリティックスジャパン合同会社
三菱重工業㈱ ミドリ安全㈱
ユニオン昭和㈱ ローム・アンド・ハース・ジャパン㈱

維持会員一覧

・・・・・・・・・・事務局移転のお知らせ・・・・・・・・・・
平成26年4月より2年間、信州大学理学部化学科内におかれておりました本会事務局が、平成28年4

月より下記に移転致します。2年間、学会運営と管理につきまして、飯山拓先生には大変なご尽力を賜り
ました。会員の皆様と共に心より感謝申し上げます。
新事務局は産業技術総合研究所化学プロセス研究部門内におかれ，遠藤明先生が担当されます。新体制

におきましても学会運営に変わらぬご支援を賜りますよう、会員の皆様にお願い申し上げます。
尚、新事務局の連絡先は下記の通りです。

新事務局
〒305‐8565茨城県つくば市東1‐1‐1中央第5
国立研究開発法人 産業技術総合研究所 化学プロセス研究部門内
連絡担当 遠藤 明
Tel：029‐861‐4653 Fax：029‐861‐4660
E-mail：info@j-ad.org
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編 集 委 員

委員長 森口 勇（長崎大学）
委 員 瓜田 幸幾（長崎大学） 田中 秀樹（京都大学）

大場 友則（千葉大学） 三輪 聡志（栗田工業株式会社）
岡 伸樹（三菱重工業株式会社） 森貞真太郎（佐賀大学）
近藤 篤（東京農工大学） 山崎 誠志（静岡理工科大学）

（五十音順）
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